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概要 
人と人がコンピュータの存在を意識すること

なく，音声，表情，身振りなどの豊富なコミュニ

ケーションスキルを使って自然にコミュニケー

ションできるようにするための新しいコミュニ

ケーションメディア（知能メディア）として，会

話型コンテンツという概念を導入し，その実現と

活用のための技術体系の確立をめざす． 
 
1 はじめに 
 西田・黒橋研全体の取り組みは，コンピュータ

やネットワークによって拡張された，人間とロボ

ット（実世界エージェント）が共生する実世界情

報環境において，知識の円滑な流通を可能にする

技術体系を創出する試みとして位置づけられる

（図 1）．西田研は知識コミュニケーションという

観点から，会話エージェントを媒介としたコンテ

ンツ流通支援や，人間と自然に会話できる会話型

人工物の実現を目指した取り組みを行なってき

た．黒橋研は言語コミュニケーションという観点

から，自然言語によるコミュニケーションを支え

る会話処理技術，言語処理を核にしたマルチメデ

ィア統合技術，言語資源と言語情報処理基盤の確

立を目指した取り組みを行なってきた． 
 本年度はこうした取り組みを相互に関係付け，

会話情報学という枠組み（図 2）を提唱するに至

った．そして，会話情報学における現在の最重点

課題が，「言語・映像統合処理」，「会話エージェ

ントプラットフォーム」，「表層コミュニケーショ

ン」の３つであることを示唆した．西田・黒橋研

の主たる研究成果もこれに沿ったものである．特

に，会話の状況，参照物，登場人物をパッケージ

としたコンテンツを会話型コンテンツと呼び，そ

の生成，流通，蓄積，消費のための技術の確立に

焦点をあてることが現在の技術でリーズナブル

であることを示唆し，個々の研究を緩やかに方向

付けた．以下では，知識コミュニケーション，言

語コミュニケーションそれぞれにおける主たる

成果について述べる． 

2 知識コミュニケーション 
 会話エージェントを媒介とした知識流通支援

や，人間と自然に会話できる会話型人工物を実現

するため，次のような研究を行なった． 
 
2.1会話エージェントを媒介としたコンテンツ流通支援 

 
 会話エージェントを中心とするコンテンツマ

ネジメントシステムの概念的枠組みと実現技術

について論じ，知識カード，ストーリー，知識チ

ャンネルなどの新しい手法を用いた EgoChatⅢ
を開発した．また，コンテンツ制作者と利用者を

関連付けるコンテンツ流通戦略を知識チャンネ

ルポリシーとして明示的に記述した，知識チャン

図 1: 西田・黒橋研の取り組みの全体像 

図 2：会話情報学の枠組み 



ネルモデルという概念を提案した．この方式の中

心となるチャンネルポリシーは，知識チャンネル

におけるコンテンツの俯瞰図と流通方針を一定

の形式のもとで記述したものである．  
 
2.2 会話エージェントにおける多重モダリティの同期

強調手法 

 
 人間の講演映像における発話とジェスチャー

の関係を分析し，言語モダリティと非言語モダリ

ティの同期を強調するルールを抽出した．そして，

それらのルールのうち，比喩的な意味の可視化，

および重要語のスーパーインポーズの２つを会

話エージェントに実装し，評価を行なった（図 3）． 
 
2.3 インタラクションスキーマに基づいた人間とロボ

ットの円滑で頑健なインタラクション 

 
人間とロボットがコミュニケーションの場を

構築するためのインタラクションスキーマを提

案し，実装と評価を行なった（図 4）．このスキー

マには人間がとった行動へのロボットの反応動

作が確率的に記述されており，ロボットは人間に

とって理解しやすい動作生成とロバストなイン

タラクションを実現することができる． 
 
2.4 シンボルマッピングとエントレインメントによる人

間とエージェントの暗黙的意図のコミュニケーション 

 

人間とエージェントが暗黙的な意図をコミュ

ニケーションするためのモデルを提案し，実装と

評価を行なった．気持ちの非顕在性による暗黙的

な意図については，双方の気持ちを副詞シンボル

にマッピングすることで意図を顕在化する．動作

の複雑性による暗黙的な意図については，人間の

指示動作のリズムとエージェントの動作リズム

を同期させること（エントレインメント）で意図

を伝達する（図 5）． 
 
2.5 ノンシンボリックジェスチャーとコンテンツアノテー

ションに基づく個人化ビデオ編集システム 

 
 人間と人工物の間の自然で円滑なコミュニケ

ーションを実現するための試みの一つとして，ノ

ンシンボリックジェスチャーによる個人化ビデ

オ編集システムを設計・実装した（図 6）．このシ

ステムでは，映像コンテンツに対する操作を，大

まかな部分にはアノテーションを用い，微調整に

はジェスチャーによるインタラクションを用い

ることによって実現している．特に，動作の周波

数特性といった一般的な様相を用いて，人間がビ

デオを操作するために予め定められた固定的な

ジェスチャーを修得しなくても，人工物にコマン

ドを伝えられるようにした．また，ジェスチャー

と視線を組み合わせ，ノイズに反応しないように

している． 
 
2.6 観測データに適合するマルチエージェントモデル 

 
 定常状態に収束するだけではなく，その定常状

態に至るまでのダイナミクスも再現したマルチ

エージェント環境を構築する手法を提案した．モ

デルの対象となる社会で実際に観測されたデー

タを利用し，逆シミュレーション手法によってそ

のデータに適合するようにマルチエージェント

環境のパラメータを調整する． 
 
（主たる協力者：久保田秀和，大竹麗央，田島敬士，

畠山誠，ブリン・アヌチキッティクン，李清） 
 
3 言語コミュニケーション 
言語は人間の思考，情報伝達において中心的役

割を担うものであり，言語の高度な計算機処理は

人間の知的活動の高度な支援につながる．その中

でも特にインタラクションの重要性，会話の重要

性に注目し，会話情報学の確立を目指して次のよ

 

 
図 3：言語的なモダリティと非言語モダリティの同

期を強調する手法の概要. 

図 4：インタラクションスキーマを用いた人間とロ

ボットの円滑で頑健なインタラクション 



うな研究を行なった． 
 
3.1 自然言語解析に関する基礎的研究 

 
文章は一次元の文字列であるのに対して，本来

そこに表されている意味内容は複雑なネットワ

ーク的構造，関係をもっている．そのような関係

性の把握が計算機による言語処理の高度化の第

一歩となる．そこで，大規模コーパスの構文解析

結果から信頼できる部分だけを抽出し，クラスタ

リングすることにより，語（用言／体言）がどの

ような語と本質的に関わりをもつかを明らかに

し，これを格フレーム辞書としてまとめた．この

辞書を用いることによって，用言に関して 70％程

度，体言に関して 60％程度の精度で文章中の関係

性を把握することが可能となった． 
また，言語処理の様々な場面で用いられる重要

なリソースであるシソーラス（同義・類義語をま

とめたもの）について，大規模コーパスと国語辞

典を統合的に利用することによって実用レベル

のものを自動構築する方法を提案した．国語辞典

定義文からは見出し語の上位語を取り出すこと

ができるが，国語辞典の記述のゆれのために必ず

しも安定して共通の上位語が抽出されるわけで

はない，一方，大規模コーパスにおける共起情報

からぼんやりとした類似語を取り出すことがで

きるが，シソーラスとして用いることができるほ

ど正確な情報を得ることは難しい．本手法では，

２つのリソースを相補的に用いることによって，

これらの問題点を解消する． 
 さらに，大規模コーパス中の用言の連鎖を取り

出すことにより，常識的な因果関係の知識を自動

抽出する方法についても研究を行なった． 
 
3.2 書き言葉話し言葉変換 

 
会話の場は，効率的な情報伝達の場であるだけ

でなく，そこで知の創造が行われるという意味に

おいても重要である．そのような会話の場に，テ

キストとして蓄積された情報を自然に導入する

ことを目的として，書き言葉から話し言葉への自

動変換の方式を考案した．話し言葉について大規

模なコーパスが存在しないという問題を解消す

るために，「～ね」「～です」などの表現を手がか

りにして話し言葉調のテキストを web から大規

模に収集することによって，話し言葉においてど

のような語彙が使われやすいかを学習した．これ

と，国語辞典の見出し語・定義文の関係を組み合

わせて利用することにより，書き言葉話し言葉変

換を実現した． 
 
3.3 コミュニケーション・モデルと対話システム 

 
計算機と人間のコミュニケーションのモデル

化については，対話的な質問応答システムの構

築・高度化を行ないながら実践的な研究を行なっ

ており，これまでに，マイクロソフトの製品に関

する対話的へルプシステム「ダイアログナビ」を

構築し，実際のサービスを行なっている（図 7）．
このシステムの高度化として，メトニミー（換喩）

表現を柔軟に扱うマッチング手法を開発した．た

とえば「GIF を表示する」は「GIF 画像を表示す

る」のメトニミー表現であり，このような表現の

ずれを吸収するマッチングを可能とした． 
また，「ダイアログナビ」の音声インタフェー

スを構築し，知識ベースに基づく音声認識結果の

確認手法の考案などを行なった． 
 
3.4 言語情報と映像情報の統合解析 

 
映像として蓄積された情報を有効利用するこ

とは今後非常に重要であり，そこでの最大の問題

図 5: 同調と変調による暗黙的な意図のコミュニ

ケーション 

図 6：ノンシンボリックジェスチャーによる個人

化ビデオ編集システム 



は長大な時系列データに対する有効なアクセス

手法を提供することである．作業教示映像（具体

的にはテレビの料理番組）を対象として，その教

示発話（クローズド・キャプション）と映像情報

を統合的に解析することにより，作業の区切れを

高精度に自動認識し，作業単位ごとに映像をタグ

付けし，要約，検索のユーザインタフェースに利

用する方法を考案した．また，この手法を用いて

料理番組の大規模アーカイブの対話的検索シス

テムを構築した．先の「ダイアログナビ」とあわ

せて，今後，コミュニケーション・モデルの研究

を本格的に行なう予定である． 
 
3.5 大規模対訳データに基づく機械翻訳 

 
機械翻訳の研究は 1940 年代から始まり，今日

では多くの商用システムが存在する．しかし，そ

の質はまだまだ実用に耐えうるものではない．機

械翻訳をより人間的な翻訳に近づけるために，大

量の対訳用例を利用し，さらに言語の理解・パラ

フレーズを通した翻訳方式に関する研究を行な

った．NHK の 10 年分のニュース原稿日英対訳デ

ータを利用し，両言語の構文解析結果のアライン

メントを行い，そこから自動的に翻訳パターンを

学習する手法を考案した．また，アライメントを

柔軟に行うことにより「日本で開かれた会議」を

a conference held in Japan で は な く a 
conference in Japan と簡潔に翻訳する方法，さ

らに，翻訳時に広いコンテキストを考慮し，アラ

イメントの信頼度などをもとにして適切な翻訳

パターンを選択する方法を考案した． 
 
（主たる協力者：岡本雅史，河原大輔，清田陽司，

荒牧英治，鍜治伸裕，柴田知秀，笹野遼平） 
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